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巻頭言

非ムスリムから見れば、メッカへの礼拝や
女性の格好は特殊なことに見えるが、イ
スラム社会では普通のことである。

天理教の場合、祭典における聖職者と信
者の境界がない。つまり、ある人が入信し
教会などに通うようになると、多くは会長
などから「おつとめの鳴物の一つでも覚え
ないか」と促される。そして皆で祭儀を勤
める。スポーツに例えるならば、スタンド
にいた熱心な観客が、競技場に降りてユニ
フォームを着て競技をするように誘われ、
そして全員で競技するようなものである。
通常の宗教の祭儀形式しか知らない人は、
ここで戸惑う。実際、筆者が天理教ヨーロッ
パ出張所長を務めていた頃、あるフランス
人が毎日のように参拝に来だした。筆者が
ある日、彼に「そろそろハッピでいいから
着用して、鳴物の練習をしないか」と促し
た際、彼は驚いて「私は生涯この信仰を続
けるつもりだが、聖職者になるつもりはな
い」と答えた。またコンゴでは、ある信者
が「天理教は複雑だ」と述べた。

仏教、あるいはラテン語でミサを執り
行っていたカトリックの場合など、たとえ
言葉がわからなくても聖職者（出家者）だ
けがそれを唱え、信者はそこに列席するだ
けだ。仮に一緒に唱えるとしても、文句に
合った動作をするわけではないから、言葉
の意味がわからなくてもさして問題はない
かもしれない。しかし、天理教の場合、聖
職者と信者が区別なく祭儀を司る、つまり
楽器を奏でたり踊りを踊るので、その言葉
がまったく理解できなければ、楽器演奏は
ともかく踊りを踊るのは多くの一般信者に
とっては非常な困難を伴うことになる。い
わば、意味のまったくわからない経を唱え
ながら、その意味に添った踊りを踊るよう
なものである。この点は海外布教の全体を
俯瞰しながら、慎重に考慮していく必要は
あるだろう。

前号巻頭言で、天理教の海外布教を考え
る上で、原典の一つである「みかぐらうた」
の外国語への翻訳について言及した。これ
の文言に合わせて踊る「ておどり」があり、
外国語にすると語順が変わってしまうこと
が、今なお歌唱し踊れるようには翻訳され
ていない一つの原因と思われると述べた。

世界宗教と言われるような宗教でも、
例えばコーランはアラビア語で理解する
べきと言われ、世界には当然意味のわか
らない信者もいるだろうが、それでも世
界で伸びつつある。また仏教の経典は、一
般の人には理解不能だが日本国内でも大
きく広がっていった。

これらを斟酌すると、「みかぐらうた」
もたとえ外国人には意味がわからなくて
も日本語で唱えれば良いのではないかと
も思える。しかし、その点に関しては天
理教の祭儀の持ち方が特殊なので、同じ
ように考えることはできないだろう。

通常、宗教は、専業か否かはさておき
信仰の道を生業にする人（聖職者、出家）
と一般信者（在家）で構成される。祭典
で祭儀を司るのは聖職者などと呼ばれる
人たちで、信者は後方で参列するだけで
ある。聖職者は特殊な服装をして特殊な
儀式を執り行う。神道もキリスト教も仏
教も、皆そういう形である。

これをスポーツの試合に例えると、聖
職者はいわば「選手」であり、信者は「観
客」だろう。選手たちは特殊な服装（ユ
ニフォーム）を着用して、特殊なこと（競
技）をする。観客はそれを見るだけだ。公
的な試合で、観客も競技場へ降りてきて
競技をするなどということはない。つま
り一般信者が祭儀を執行することはない。

例外は、イスラム教だろう。この場合、
いわば全員が観客席にいるようなもので
ある。全員で共に礼拝を行う。特に特殊
な服装や特殊なことをするわけではない。
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